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指示性忘却が出現するかどうか調べた．手続きは実験 1と同様で，遅延時間中に R-cue としたボッ
クスに入れられた場合は課題の試行後半を課し（R試行），F-cue としたボックスに入れられた場合





さらに，遅延挿入放射状迷路課題の遅延時間中，R-cue あるいは F-cue が提示されている間の
c-Fos 蛋白質の発現を免疫組織化学的に解析することによって，指示性忘却の出現に海馬や前頭前
野が関与しているかどうか検討した．課題遂行に伴う神経活動と c-Fos 蛋白質発現のピークには 90
〜120 分の遅れがあることを利用し，遅延挿入放射状迷路課題の試行後半の成績を確認した上でラ
ットの脳を摘出し，時間を遡ってR-cueあるいはF-cue提示中の神経活動を可視化しようと試みた．
その結果，R-cue 提示時に比べ F-cue 提示時には，前頭前野（帯状回，前辺縁皮質，下辺縁皮質）
と海馬 CA3 領域において c-Fos 蛋白質の発現が認められた神経細胞が少なかった．すなわち，遅延





実験 3と 4では，遅延挿入放射状迷路課題において F-cue の提示時期を操作して，指示性忘却の
機序の一端を明らかにしようと試みた．能動的な記憶処理は，主に「選択的リハーサル」と「選択







では，2 時間の遅延時間を 1 時間ずつ前半と後半に分け，手がかりを前半に提示する条件と後半に
提示する条件を比較した．その結果，いずれの条件においても指示性忘却が確認され，選択的リハ
ーサルと選択的検索のどちらの関与が大きいのか明らかにすることはできなかった．しかし，後半
1 時間での手がかり提示によっても指示性忘却が生起したという事実は，前半 1 時間保持した情報
が F-cue 提示によって適切に処理されたことを示しており，遅延挿入放射状迷路課題の場合には，
選択的リハーサルよりも選択的検索が関与している可能性が高いと推測される．実験 4では，遅延























平成 25 年 5 月 14 日，学位論文審査委員会において，審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め，関連事項について質疑応答を行い，最終試験を行った．その結果，審査委員全員が合格と
判定した． 
よって，著者は博士（行動科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める． 
